
『
媒
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
』
（
全
四
巻
）
を
出
版
し
て

草
川

昇

　
　
　
　
　
は
じ
め
に

　
「
類
聚
名
義
抄
」
（
る
い
じ
ゅ
み
ょ
う
ぎ
し
ょ
う
）
ー
ー
一
般
に
は

あ
ま
り
馴
染
の
な
い
書
名
で
は
あ
る
が
、
わ
が
国
最
古
最
大
の
漢
和
辞

書
と
し
て
の
価
値
は
極
め
て
高
く
、
原
本
系
と
広
益
本
系
と
の
二
種
類

が
あ
る
。

　
原
本
系
。
成
立
は
十
二
世
紀
の
は
じ
め
で
著
者
は
法
相
宗
の
学
僧
と

言
わ
れ
て
い
る
。
諸
本
と
し
て
、
清
水
谷
家
陰
蔵
、
宮
内
庁
書
陵
部
埋

蔵
の
図
書
寮
本
「
類
聚
名
義
抄
」
法
話
一
帖
の
零
本
が
あ
る
。
完
全
な

姿
は
仏
・
法
・
僧
の
三
巻
（
四
十
部
首
あ
て
）
を
各
上
下
二
帖
に
分
け

た
六
帖
仕
立
て
の
辞
書
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
現
存
す
る
の
は
法
の
上

部
の
み
で
あ
る
。
中
国
の
部
首
分
類
体
の
漢
字
字
書
で
三
十
巻
の
『
玉

虫
』
を
モ
デ
ル
に
し
て
漢
字
の
単
字
熟
語
を
部
首
分
類
に
よ
っ
て
掲
げ
、

諸
種
の
文
献
を
忠
実
に
引
用
し
て
そ
の
音
注
釈
義
を
付
け
た
も
の
で
、

注
に
は
漢
文
や
真
仮
名
・
片
仮
名
の
和
訓
を
混
じ
て
い
る
。
標
出
語
は

三
千
六
百
余
語
、
そ
の
う
ち
単
字
数
は
九
五
一
語
、
残
り
の
大
部
分
の

熟
語
は
『
一
切
経
音
義
』
『
法
華
経
音
義
』
『
大
般
若
経
音
義
』
な
ど
の

字
句
を
収
録
し
て
い
る
。
多
く
の
内
典
、
外
典
か
ら
引
用
し
て
い
る
が
、

仏
典
が
多
い
。
引
用
文
献
『
倭
名
類
聚
抄
』
（
わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ

う
）
の
「
類
聚
」
と
、
『
歯
車
万
象
名
義
』
（
て
ん
れ
い
ば
ん
し
ょ
う
み

ょ
う
ぎ
）
の
「
名
義
」
と
を
採
用
し
て
書
名
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

掲
載
の
和
訓
は
後
述
の
広
益
本
に
比
し
て
多
く
は
な
い
が
、
正
解
で
あ

り
、
多
く
の
和
訓
に
付
け
ら
れ
た
声
点
か
ら
当
時
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
実

態
が
わ
か
る
。
語
彙
は
上
代
語
を
も
伝
え
て
お
り
、
貴
重
で
あ
る
。
仏

典
特
殊
辞
書
か
ら
一
般
漢
和
辞
書
へ
の
過
渡
期
を
示
す
も
の
で
、
辞
書

史
、
音
韻
史
等
の
研
究
上
欠
か
せ
ぬ
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
現
存
す
る
の
は
、
法
の
上
畳
の
み
で
あ
り
、
仏
・
僧
の
こ
巻
と
法
の

部
の
後
半
が
欠
落
し
て
い
る
の
は
残
念
な
限
り
で
あ
る
。
今
後
こ
の
欠

落
部
分
が
世
に
出
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
、

　
広
益
本
系
。
こ
れ
に
は
、
ω
観
智
院
本
、
↑
り
高
山
寺
本
、
ω
蓮
成
院

本
、
0
り
西
念
寺
本
の
四
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ω
観
智
院
本
は
唯
一
の

五
一
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完
本
で
、
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
顕
慶
写
本
の
写
、
東
寺
霊
智
院
旧

事
で
天
理
図
書
館
現
蔵
で
あ
る
。
ω
高
山
寺
本
は
仏
・
巻
一
・
二
零
本

二
冊
で
天
理
図
書
館
現
蔵
で
、
こ
の
写
し
音
信
友
の
手
沢
本
は
京
都
大

学
図
書
館
蔵
で
あ
る
。
ω
無
謬
院
本
は
原
本
、
仏
上
・
中
零
本
、
三
冊

で
桑
名
の
市
国
母
国
神
社
現
蔵
の
も
の
が
完
本
の
観
智
院
本
に
次
ぐ
も

の
で
あ
る
。
他
に
天
理
図
書
館
蔵
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
関
西
大
学
蔵

の
も
の
が
あ
り
、
戸
部
一
冊
は
京
都
大
学
国
語
研
究
室
蔵
で
あ
る
。
0
⇒

西
念
寺
本
は
、
仏
上
零
本
一
冊
で
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
輪
舞
本
の

写
し
が
天
理
図
書
館
現
蔵
で
あ
る
。

　
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
以
外
、
い
ず
れ
も
零
本
で
あ
る
の
は
残
念
で

あ
る
が
、
四
本
そ
れ
ぞ
れ
が
出
し
て
い
る
標
出
漢
字
、
和
訓
、
一
部
の

漢
字
訓
、
義
注
な
ど
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

　
広
益
本
系
統
は
、
原
本
系
に
見
ら
れ
る
仏
教
辞
典
的
内
容
を
一
掃
し
、

漢
字
単
字
中
心
に
標
出
語
を
大
幅
に
ふ
や
し
、
漢
文
、
真
仮
名
の
注
を

取
り
除
い
て
、
片
仮
名
注
と
し
た
。
完
本
の
観
智
院
本
は
標
出
漢
字
が

約
三
万
二
千
余
語
、
乱
数
は
約
三
万
五
千
四
百
語
に
及
ぶ
。

　
　
　
　
　
一

　
原
本
系
の
図
書
寮
本
は
、

め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

広
益
本
系
に
比
し
て
、
よ
り
古
態
を
と
ど

広
益
本
の
諸
本
は
、
基
本
的
に
は
同
じ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

あ
る
が
、
細
部
に
は
違
い
が
見
ら
れ
る
。
原
本
系
、
広
益
本
密
議
に
和

訓
の
中
に
は
声
点
を
施
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
ア
ク
セ
ン
ト
研
究
上
貴

重
な
も
の
で
あ
る
。
部
首
分
類
の
漢
和
辞
典
と
し
て
わ
が
国
最
初
の
大

規
模
な
も
の
で
あ
り
、
異
体
字
、
当
時
の
漢
音
・
呉
音
・
和
音
の
研
究

材
料
と
な
り
、
古
代
語
彙
、
語
史
・
語
源
・
意
味
研
究
の
宝
庫
で
あ
り
、

国
語
学
ヒ
不
可
欠
の
辞
書
で
あ
る
。
次
に
異
称
は
、
「
三
宝
類
字
集
」

］
二
宝
名
義
抄
」
「
三
宝
字
類
抄
」
コ
．
一
得
字
抄
」
「
三
宝
類
聚
抄
」
「
字
抄
」

「
名
義
抄
」
等
と
も
い
う
。

　
　
　
　
第
1
図
　
類
聚
名
義
抄
（
図
書
寮
本
）

餐
穀
喬
縁

氷
鴛
盤
腎
撰
述
協
縫
麩
姻
触
。
籔
勤
裾

濃
繋
黙
鱗
鴛
嚢
鷺
鐸
勘

法
纏
軽
怖
連
菌
顎
鮮
驚
零
墨
儒
暴
喋
撫

攣
鰐
馨
離
馨
蝶
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第
2
図
　
類
聚
名
義
抄

類
聚
尋
停

人
部
茅
一
「

人
請
驚
し
鷲

五
一
・
重
り

涙
－
妥

毛
一
．
エ
監
入
・

網
嚢
．

舞
妙
フ
　
ア
タ
コ

　
λ
者
吋
．
．
†

才
ノ
♪
ず
喝
ノ

　
　
戸
イ
ノ

（
慧
智
院
本
）

霧†0省海1
酒淫1り誘
茎綴1　ミ
ク　ケ

杢

茎

lll縛糎
・－ﾙマtll　　　ノ　　　ト

　
　
　
　
第
3
図
　
三
宝
類
字
集
（
高
山
寺
本
）

へ曳�
ﾕ
招
慰
…
、
二
上
で
二

・
滋
∵
冠
策
訟
ズ
射
的
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
、
．
っ
「
　
　
　
　
　
　
　
二

テ
ヘ
フ
．
5

飛
べ
。
．
．

系
・
艮
・
へ
皇

毛
．
ノ
ぜ
途
れ
ρ
泰
汐
ノ
浮
ッ
寸

　
　
　
　
ム
姶
碕
手

　
　
　
　
イ
え
見
制
与

　
　
　
　
’
内
、
筏
作
三
五

　
　
　
　
イ
．

礎ズ轡㌘7、
匙鱗其細
塵鍬｝ギ旗誓
モフ

1醗鷺
ヒ　　　き
し　　　　　　　　　　ドエ

｝総構
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ

町議簾
ぞう　ノ　　ィこぎプ　　ロみみナハぜプ

．…嘉ノギず　」．．㌧∫
　　サ　ロ　　ロご　　　 コドぜマ　　　周

期・『灘譲←ぜ：

　
　
　
　
　
㌧
』
i
㌃
レ

　
．
　
「
　
　
　
　
　
ご
．
’
、
四
．
山

駅
繁
藤
憲

た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
郷
・
蓄
∵
蘇

　
　
β
　
一
　
一
．
．
r
．

　
　
　
　
第
4
図
　
三
宝
類
聚
名
義
抄
（
蓮
成
院
本
）

尉．

齦
ｳ
聾
軽
註
．
避
兜
嘱
し
愚
鵜
，
弓
，
・

，
謡
紀
篠
剖
婆
部
∴
．
．
．
、
．
擁
醤
嬉
Ψ
覇
・
矯
辞
讐
・

　　

ｧ
燐
騨
野
・
彷
『
粥
誓
レ
上
勃
一
望
曾
三
一
柄
畷
慧

　　

b
蘇
、
巾
碁
耐
納
内
妬
．
玄
～
雷
害
堺
管
3
庸
越
婦
壽

　
－
．
．
，
帽
甥
弊
照
褐
殖
鳩
残
鴛
遜
，
拶
6
葛
侶
賭
騰
￥
ハ

「
職
灘
灘
鞭
騨
紙
雛

　
　
　
　
第
5
図
　
類
聚
名
義
抄

佑
同
窓
億
三
一
億

奏
鹿
野
轡
惨
ム
或
燈

薫
衿
舞
輪
諸
微
葦
手
与
嬢
、
一

季
エ
僧
黒
色
　
　
　
　
　
イ

掻
，
権
副
禰
峰
”
ッ
表
ツ
イ 〔

西
念
寺
本
）

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@
貧
難
尺
額
儲
書
髭
罐

俊
亮
斐
改
薄
才
ナ
。
努
ず
伽
部
隊
王
室
上
侮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

伽
唐
揖
必
伽
却
庚
鋭
。
倒
、

同
放
倫
換
簗
造
7

谷
数
或
政
賦
払
冨
再

　
　
　
支
里
占

　
司
f
條
㌧
峯
増
吾

　
　
　
　
　
　
　
郭
・
、

　
　
　
　
　
　
　
告

　
　
　
　
　
　
　
谷
ゐ
穿

　
　
ノ
　
　
ご

”
含
到
、
｝
僚
蒼
弐
者
ナ
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二

　
「
類
聚
名
義
抄
」
中
、
観
智
院
本
の
み
が
唯
一
の
完
本
で
あ
る
こ
と

は
先
に
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
完
本
で
あ
る
観
智
院
本
に
見
ら

れ
る
特
徴
的
事
項
を
主
と
し
て
と
り
あ
げ
、
必
要
に
応
じ
て
豆
本
と
の

比
較
を
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
「
行
」
と
い
う
漢
字
の
読
み
方
を
、
音
読
み
・
訓
読
み
す
べ
て
挙
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
お
こ
な
　
　
　
　
　
　
こ
う
　
　

ぎ
よ
う

よ
と
い
わ
れ
た
場
合
、
「
行
く
」
「
行
う
」
「
急
行
」
「
行
列
」
程
度
は
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん

ぐ
に
頭
に
浮
か
ぶ
が
、
少
し
考
え
て
「
行
脚
」
く
ら
い
で
、
あ
と
は
な

か
な
か
浮
か
ん
で
こ
な
い
。
事
実
、
以
上
の
五
種
類
が
現
行
の
「
行
」

字
の
音
訓
の
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
古
い
時
代
に
は
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
読
み
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
観
智
院
本
に
よ
る
と
、
平
安
時
代
す
で
に
四
十
一
種
類
の
音

訓
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　　

s
脚
硬
5
1
柳
範
磐
η
勤
影
影
野

　
　
　
・
↑
5
寸
†
7
三
キ
憶
†
プ
4
ベ
ツ
匹

　
　
を
ト
ろ
ゾ
ト
隔
ッ
ラ
異
、
ノ
5
ア
エ
産
。
沸
玉
ッ

　　

ﾚ
欺
馨
聖
君
翼
ヲ
鞭
汎
新
縁

五
四

　
即
ち

　
ユ
ク
・
ヤ
ル
・
イ
デ
マ
シ
・
ア
リ
ク
・
ア
ル
ク
・
サ
ル
・
ニ
グ
・
イ

ネ
・
サ
ケ
ク
・
ミ
ユ
キ
・
ミ
チ
・
フ
ム
・
メ
ダ
ル
・
ツ
ラ
ヌ
・
ケ
・
オ

コ
ナ
フ
・
ワ
ザ
・
シ
ワ
ザ
・
オ
キ
ツ
・
ナ
ム
ナ
ム
ト
ス
・
ツ
ト
ム
・
ツ

ラ
ヌ
（
重
出
）
タ
ビ
・
ア
ヤ
マ
ル
・
ハ
ナ
ツ
・
ツ
タ
フ
・
マ
タ
・
ナ
ガ

ル
・
ク
タ
ル
・
ナ
ケ
ク
・
ヒ
ク
・
サ
イ
キ
ル
・
コ
レ
・
カ
タ
チ
・
モ
チ

イ
ル
・
テ
タ
テ
・
ウ
ツ
ク
シ
フ
・
ス
ル
コ
ト
・
マ
ツ
リ
コ
ト
・
コ
・

ロ
・
テ
タ
ツ
・
ギ
ヤ
ウ
（
和
音
）

　
以
上
の
よ
う
に
、
わ
が
国
最
古
最
大
の
古
辞
書
「
類
聚
名
義
抄
」
に

よ
る
と
、
実
に
四
十
一
種
類
（
「
ツ
ラ
ヌ
」
の
訓
が
重
出
で
あ
る
）
の
多

く
を
数
え
る
。
時
代
の
変
遷
と
共
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
も
の
、
長
い

風
雪
に
耐
え
て
今
日
ま
で
堂
々
と
生
き
の
び
、
日
本
語
の
滅
び
な
い
限

り
恐
ら
く
今
後
も
末
長
く
生
き
続
け
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
も
の
も

あ
る
。

　
和
訓
の
中
で
は
、
こ
の
「
行
」
字
の
和
訓
が
最
も
多
い
が
、
一
字
一

訓
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
一
字
冷
冷
、
三
訓
の
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
標

出
漢
字
の
み
で
、
和
訓
の
全
く
な
い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
の
和

訓
の
内
容
は
広
範
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
最
古
の
辞
書
と
い
う
だ

け
で
、
読
み
に
く
い
も
の
、
専
門
的
で
一
部
の
学
者
の
研
究
す
る
も
の

と
考
え
が
ち
な
「
類
聚
名
義
抄
」
の
中
に
は
、
意
外
に
も
今
日
わ
れ
わ
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れ
の
身
近
な
日
常
生
活
の
中
で
使
用
す
る
ご
く
一
般
的
な
語
い
が
実
に

多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
魚
類
・
虫
類
・
草
木
な
ど
の
動
植
物
名
、

衣
類
、
食
べ
物
、
食
器
、
病
名
、
対
人
関
係
に
つ
い
て
の
呼
称
、
官
位
、

身
体
部
分
な
ど
の
名
称
、
家
畜
類
な
ど
人
間
生
活
と
関
係
の
深
い
も
の
、

動
作
を
表
す
種
々
の
語
い
、
も
の
の
性
質
や
状
態
を
表
す
語
い
、
心
情

語
に
類
す
る
多
く
の
語
い
な
ど
、
前
述
の
観
智
院
本
「
類
聚
名
義
抄
」

で
は
標
出
漢
字
が
お
お
よ
そ
三
万
二
千
字
余
、
延
べ
語
数
三
万
五
千
四

百
を
数
え
、
上
代
人
の
生
活
が
躍
動
的
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
実
に
新

鮮
で
あ
る
。
専
門
家
の
間
で
は
、
古
典
の
宝
庫
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
の
書
誌
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、

　
も
と
京
都
教
王
護
国
寺
、
通
称
東
寺
の
観
開
院
に
古
く
か
ら
収
蔵
さ

れ
て
き
た
「
聡
智
院
本
類
聚
名
義
抄
」
は
今
か
ら
約
百
八
十
余
年
前
の

文
化
十
年
に
辞
書
学
者
の
伴
信
友
が
筆
写
し
て
以
来
、
研
究
対
象
と
し

て
一
般
に
広
ま
っ
た
よ
う
で
、
国
語
の
歴
史
的
研
究
に
は
必
見
の
辞
書

資
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
下
智
院
本
が
東
寺
を
離
れ
て
天
理
図
書
館

の
宝
蔵
に
帰
し
、
写
真
複
製
さ
れ
て
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
と
し
て
八

木
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
篇
目
と
称
す
る
漢
字
の
扁
労
冠
脚
の
順
序

を
表
示
し
た
の
も
一
帖
、
本
文
は
機
上
・
佛
中
・
佛
下
本
・
西
下
末
・

法
上
・
土
中
・
法
下
・
僧
上
・
僧
中
・
子
下
の
十
帖
で
合
計
十
一
帖
の

完
本
か
ら
成
る
。
各
帖
と
も
扉
・
内
題
に
「
類
聚
名
義
抄
」
と
あ
り
、

篇
目
帖
の
末
尾
に
は
本
書
の
序
文
と
も
凡
例
と
も
見
ら
れ
る
次
の
よ
う

な
十
行
に
わ
た
る
説
明
文
が
あ
る
。

　
　
凡
罫
書
者
為
・
．
愚
誉
者
・
任
レ
意
下
道
。
不
レ
可
レ
為
レ
証
夷
。

　
　
立
・
講
者
源
依
玉
壷
・
。
於
次
第
取
相
似
劃
一
置
・
隣
也
。

　
　
於
字
数
少
者
・
集
為
．
雑
部
・
。
依
レ
類
弱
虫
也
。
篇
中

　
　
聚
字
類
台
所
・
為
也
。
印
字
錐
・
在
二
人
部
一
碧
・
難
レ
墨
入
一
．

　
　
F
部
。
墨
字
錐
・
在
．
．
手
部
一
言
レ
難
レ
知
為
二
大
部
等
也
。

藷
L
割
湘
詩
才
響
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ
カ
ナ
ヲ

　
　
自
余
字
准
可
レ
知
・
之
。
注
中
多
雲
量
レ
片
。

　
　
朱
礼
者
正
音
也
。
墨
声
者
和
音
也
。
片
仮
名
有
・
・

　
　
朱
点
一
者
皆
有
二
証
拠
一
。
浮
輪
師
説
・
。
無
レ
点
者
雑
々

　
　
書
中
随
レ
見
得
注
二
付
上
不
レ
知
レ
所
。
追
々
可
レ
決
レ
之
。

　
各
帖
の
末
に
「
観
智
院
」
の
墨
書
識
語
が
あ
る
が
、
本
文
と
は
別
丁

の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
漏
壷
・
月
下
本
・
法
上
・
法
中
・
法
下
・
門

中
の
六
帖
の
巻
末
に
は
コ
校
早
」
の
朱
筆
識
語
が
あ
り
、
こ
れ
は
本

文
と
同
筆
で
、
巻
中
の
朱
校
の
性
質
か
ら
推
し
て
も
｝
旦
書
写
し
た
後
、

再
び
底
本
と
下
校
し
た
と
い
う
意
味
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
題
字
の
大
き
さ
は
一
字
十
五
ミ
リ
四
方
、
本
文
煮
出
字
は
十
ニ
ミ
リ
、

和
訓
な
ど
の
注
文
の
大
き
さ
は
約
五
ミ
リ
く
ら
い
で
あ
る
。
丁
数
は
金
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部
で
六
五
二
丁
、
墨
付
本
文
丁
数
だ
け
で
も
六
四
↓
丁
あ
る
。

　
全
装
十
一
帖
の
丁
数
・
紙
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
春
巻
）

篇
目

北
上

豊
中

佛
下
本

造
下
末

法
上

酒
中

法
下

僧
上

石
中

僧
下

（
丁
数
）

　
五

四
九

七
一

七
一一

三

六
二

七
八

七
四

七
三

七
一

六
七

内
部
を
縦
に
四
段
、

i・”：

（
墨
付
丁
数
）

　
四

四
七

七
一

七
〇

三
〇

六
二

七
七

七
三

七
一七

〇
、
六
六

横
に
八
行
に
等
分
に
面
し
て
お
り
、
一
行
分
の

幅
は
平
均
十
八
ミ
リ
、
段
の
高
さ
は
平
均
六
〇

ミ
リ
位
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
一
ペ
ー

ジ
に
三
二
格
あ
り
、
一
格
に
一
言
出
項
を
収
め

る
の
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
熟
語
や
字
系
連

繋
の
あ
る
た
め
に
、
ま
た
注
文
の
長
短
等
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

め
に
常
態
と
し
て
乱
れ
て
い
る
。
何
か
を
一
括
標
出
し
、
ま
と
め
て
未

詳
と
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
本
文
文
字
は
平
安
末
期
の
書
風
が
残
る

楷
書
体
で
あ
る
。
仮
名
字
体
は
鎌
倉
期
の
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
標
出

漢
字
は
古
体
を
伝
え
て
お
り
威
厳
が
あ
る
。
本
文
は
全
巻
同
↓
筆
で
は

な
く
、
二
人
で
分
担
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
叩
上
、
佛
下
本
、
法
上
、

法
下
、
僧
中
の
筆
者
は
同
一
人
で
あ
り
、
佛
中
、
佛
下
末
、
座
中
、
僧

上
、
僧
下
の
筆
者
は
別
人
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
朱
筆
に
よ
る

校
合
と
、
和
訓
に
対
す
る
声
付
加
点
が
行
わ
れ
て
い
る
。
声
点
は
、
上

の
図
に
示
す
ご
と
く
、
仮
名
の
四
隅
の
う
ち
、
左
下
、
左
上
、
右
上

（
右
下
は
ま
れ
）
に
付
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
平
声
・
h
声
・
去
声
と
呼
び
、

音
価
は
低
平
調
．
高
平
調
上
昇
調
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
「
ニ
コ
リ
サ

ケ
」
は
「
平
・
平
濁
・
平
・
平
・
平
」
か
ら
な
り
、
「
キ
ヨ
シ
」
は

「
平
・
平
・
上
」
、
「
ス
ナ
ホ
ニ
」
は
「
平
・
上
」
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
当
時
の
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
が
推
測
さ
れ
、
国
語
ア
ク
セ
ン

ト
の
研
究
上
、
必
須
の
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
和
訓
に

は
多
く
の
朱
筆
の
斜
線
の
つ
い
た
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
校
合
し
た

こ
と
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
字
音
は
、
例
に
よ
っ
て
見

る
と
、
「
白
」
の
音
は
■
」
の
記
号
で
類
音
の
漢
字
「
吊
」
で
示
す
の

が
一
般
で
あ
り
、
和
音
に
つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
ご
と
く
「
禾
」
の
記

号
で
、
例
え
ば
「
晶
」
を
「
禾
鬼
」
、
「
鳥
」
を
「
禾
去
」
の
よ
う
に
類
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音
の
漢
字
で
示
し
て
い
る
も
の
、
「
験
」
を
「
禾
下
ム
」
、
「
集
」
を
「
禾

自
フ
」
の
よ
う
に
漢
字
と
片
仮
名
の
両
方
で
示
し
て
い
る
も
の
、
そ
の

他
最
も
多
く
は
「
教
」
を
「
禾
ケ
ウ
」
、
「
龍
」
を
「
禾
リ
ウ
」
の
ご
と

く
片
仮
名
で
示
し
て
い
る
。

　
略
語
と
し
て
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
禾
（
和
音
）
メ
（
反

切
）
谷
（
俗
字
）
ド
（
部
）
な
ど
が
あ
り
、
異
体
仮
名
に
は
、

干
（
ウ
）
＼
（
キ
）
爪
（
ス
）
余
（
ネ
）
早
、
小
（
ホ
）
ア
、
マ
（
マ
）

ア
（
ミ
）
詣
（
ユ
）
う
（
ヨ
）
手
（
オ
）
牛
（
モ
ノ
）
子
（
ネ
）
禾

（
ネ
）
ホ
（
ネ
）
チ
（
テ
）
禾
（
ワ
）

な
ど
が
見
ら
れ
る
。

　
濁
音
符
号
に
は
○
○
ま
た
は
　
が
あ
り
、
声
調
に
よ
っ
て
そ
の
位
置
が

異
な
っ
て
い
る
。
清
音
は
○
ま
た
は
・
で
あ
る
。
字
音
の
濁
音
を
示
す

場
合
に
仮
名
の
右
隅
に
レ
符
号
を
書
き
入
れ
る
方
法
も
採
っ
て
い
る
。

　
階
上
に
凡
例
に
対
し
、
僧
下
巻
々
末
に
は
次
の
よ
う
な
識
語
が
あ
る
。

　
書
本
云

　
　
仁
治
二
年
碑
九
月
六
日
於
賀
茂
庵
室
交
早
舟
几

　
　
此
患
者
以
作
者
自
筆
／
草
木
書
窮
之
問
文
字
前

　
　
後
或
重
々
定
有
枇
繹
歎
尋
清
書
之
謹
上
／
追
必

　
　
可
交
号
之

繹
子
慈
念
肝
購
云
々

（
本
云
）

　
建
長
参
年
八
月
六
日
亥
剋
於
洛
陽
城
鷹
司
之
邊

　
．
筆
書
鳥
之
／
畢
願
以
此
結
縁
世
々
開
恵
眼
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
秋

　
々
曾
孫
持
必
謹
辞
菩
提
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廿
三
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
執
筆
沙
弥
玉
章

　
こ
の
識
語
の
内
容
に
つ
い
て
の
詳
細
は
前
大
阪
外
国
語
大
学
教
授
、

現
姫
路
独
協
大
学
名
誉
教
授
吉
田
金
彦
氏
の
諸
論
文
、
天
理
善
本
叢
書

「
類
聚
名
義
抄
」
僧
下
末
の
解
題
に
詳
し
い
。

　
漢
字
々
体
に
つ
い
て
は
、
正
・
俗
・
占
・
今
・
通
・
或
な
ど
の
別
で

示
さ
れ
て
お
り
、
特
殊
文
字
や
仏
典
文
字
、
あ
る
い
は
難
解
な
未
詳
文

字
を
も
多
く
収
録
し
て
い
る
。
漢
字
々
体
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
旧

字
体
の
中
に
多
く
の
新
字
体
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
現
行
の
常
用

漢
字
表
の
多
く
の
字
体
が
平
安
期
す
で
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
驚

か
さ
れ
る
。
常
用
漢
字
々
体
は
類
聚
名
義
抄
を
出
典
と
し
た
と
さ
え
言

え
よ
う
。
主
な
も
の
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
佛
－
仏
、
僧
一
双
、
齪
　
乱
、
尭
一
尭
、
從
　
従

　
主
円
－
立
目
、
　
蹴
不
一
立
小
、
　
壮
衣
　
　
壮
衣
、
　
㎜
隅
一
同
口

　
名
義
抄
の
和
訓
は
日
本
語
自
身
の
問
題
で
あ
る
だ
け
に
大
い
に
興
味

五
七
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を
そ
そ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
古
代
日
本
語
の
基
本
構
造
を
明
ら
か

に
す
る
上
で
の
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

　
類
聚
名
義
抄
の
内
容
を
、
和
訓
を
中
心
に
調
べ
て
い
く
過
程
の
中
で

気
づ
い
た
こ
と
、
発
見
し
た
こ
と
を
中
心
に
挙
げ
て
み
る
と
次
の
ご
と

く
で
あ
る
。

　
筆
者
は
か
ね
て
か
ら
日
本
語
の
疑
問
表
現
に
か
か
わ
る
語
は
一
↓
N

↓
D
の
順
に
変
化
し
て
き
た
と
考
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

い
か
に
・
い
か
な
る
・
い
か
で
か
の
如
き
一
で
始
ま
る
語
が
最
も
古
く
、

次
に
、
な
ぜ
・
な
ん
と
・
な
ん
の
の
如
き
N
で
始
ま
る
形
に
引
き
つ
が

れ
、
最
も
新
し
い
形
の
、
ど
う
し
て
・
ど
の
よ
う
に
・
ど
ん
な
・
ど
ん

な
ふ
う
に
の
如
き
D
で
始
ま
る
語
が
今
日
の
疑
問
詞
の
主
流
を
占
め
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
名
義
抄
に
見
え
て
い
る
一
で
始
ま
る
疑
問
詞
な
ら
び
に

疑
問
表
現
に
か
か
わ
る
語
は
次
の
如
き
多
く
を
数
え
る
。

　
イ
カ
マ
・
イ
カ
シ
テ
カ
・
イ
カ
ス
ル
カ
・
イ
カ
ス
ル
ヲ
カ
・
イ
カ

ソ
・
イ
カ
テ
・
イ
カ
ナ
ル
ヲ
カ
・
イ
カ
ニ
・
イ
カ
ハ
カ
リ
・
イ
カ
バ
カ

リ
・
イ
カ
ム
・
イ
カ
ム
セ
ン
・
イ
カ
ム
シ
テ
カ
・
イ
カ
ム
ソ
・
イ
カ
ム

ニ
・
イ
カ
ン
・
イ
ク
ソ
ハ
ク
・
イ
ク
タ
ヒ
・
イ
ク
ハ
ク
・
イ
ク
バ
ク
・

イ
ク
ハ
ク
ハ
カ
リ
・
イ
ク
バ
ク
バ
カ
リ
・
イ
ク
ハ
ク
モ
ナ
シ
・
イ
ク
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

ハ
カ
リ
・
イ
ツ
ク
ソ
・
イ
ヅ
ク
ソ
・
イ
ツ
ク
ニ
カ
・
イ
ヅ
ク
ニ
カ
・
イ

ッ
ク
ン
ソ
・
イ
ツ
チ
カ
イ
ヌ
ル
・
イ
ヅ
チ
カ
ユ
カ
ン
・
イ
ツ
レ
・
イ
ヅ

レ
・
イ
ツ
レ
ヲ
カ
ア
ラ
イ
ヒ
イ
ツ
レ
ヲ
カ
ア
ラ
ハ
サ
ラ
ム

　
同
音
異
字
の
語
に
つ
い
て
多
い
順
を
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
「
ツ
ク
」
一
志
・
衡
・
造
・
就
・
即
な
ど
、
延
べ
語
い
数
一
九
五
を

数
え
る
。
（
以
下
す
べ
て
延
べ
数
で
表
す
）
「
ミ
ル
」
1
目
・
睨
・
睦
・

視
・
見
な
ど
一
八
五
語
、
「
ト
ル
」
1
取
・
把
・
撮
・
採
・
拓
な
ど
一
七

五
語
、
「
ウ
ツ
」
1
伐
・
征
・
叩
・
拍
・
打
な
ど
一
五
〇
語
、
「
イ
タ
ル
」

1
至
・
自
・
向
・
及
・
格
な
ど
一
四
〇
語
、
「
ヨ
シ
」
1
仁
・
佳
・
善
・

祥
・
宜
な
ど
一
四
〇
語
。

　
名
義
抄
の
和
訓
の
性
質
上
の
特
色
は
日
常
生
活
に
関
係
の
深
い
語
が

多
い
こ
と
で
あ
る
。
表
現
が
率
直
単
純
で
古
め
か
し
く
、
上
代
人
の
生

活
が
し
の
ば
れ
る
。
例
え
ば
、

　
イ
ホ
ノ
カ
シ
ラ
ノ
ホ
ネ
　
魚
丁

ア
ザ
ム
キ
カ
・
ヤ
カ
ス

ク
ソ
ブ
ク
ロ

カ
ラ
ケ
ナ
ハ

シ
リ
イ
ヅ
ル
ヤ
マ
ヒ

サ
ケ
ノ
ミ
ツ
ク
ス

飯
カ
シ
タ
カ
ナ
へ

打豆脱縄胃量
　　庁　　眩
　　　　　　　　 　　 　　　　　 　
僧事法法佛佛首
上下下中中中上）　　）　 ）　 ）　 ）　　）　 ）

の
よ
う
に
素
朴
で
洗
練
さ
れ
て
は
い
な
い
が
　
実
に
率
直
そ
の
も
の
で
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粛

　　黒

蜜　va＿

ξ藤

　　断
　　1ヂ

　　診寄

筆贈
1壌

．，婚

　黛
巽」つこ

華耳≠
　2．卜f”歪

　　し　

鰻
重盤
i”f旗
享　　「

撃未

醒罫瞼

　　萎

婁
圭　P一ヒ
t

漢字未詳文字（右）、虫損のため判読困難

な漢字と和訓（中）、所属不明文字（左）

川
　
　
漢
字
の
未
詳
文
字
、
虫
損
の
た
め
判
読
の
困
難
な
漢
字
と
和
訓
、
今

草　
　
日
使
用
さ
れ
て
い
な
い
、
い
わ
ば
所
属
不
明
の
文
字
の
い
く
つ
か
を
挙

　
　
げ
た
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
漢
字
の
未
詳
文
字
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
、
七
軒
の
部
に
示
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
未
詳
の
漢
字
は
こ
の
よ
う
に
同
じ
箇
所
に
一
括
し
て

出
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ほ
か
に
、
単
字
と
し
て
出
し
て
い
る
も
の
、
三

～
四
文
字
ま
と
め
て
出
し
て
い
る
も
の
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。

　
次
に
七
七
の
た
め
、
判
読
が
困
難
な
漢
字
と
和
訓
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
い
ち
ば
ん
上
の
「
攣
」
字
は
佛
下
本
の
部
に
あ
り
、
三
つ
の
和
訓

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
ウ
ツ
」
「
サ
ク
」
の
二
訓
は
は
っ
き
り
し
て
い

る
が
、
三
番
目
の
訓
が
虫
食
い
の
た
め
に
は
っ
き
り
し
な
い
。
一
語
の

訓
で
あ
る
こ
と
は
ど
う
や
ら
分
か
る
が
「
ノ
コ
フ
」
か
「
ノ
ソ
ク
」
か

と
大
体
の
見
当
は
つ
く
が
、
訓
を
断
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
二
番

目
の
「
熔
」
字
は
佛
下
末
の
部
に
あ
り
、
二
つ
の
和
訓
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
も
っ
と
も
、
二
つ
め
の
訓
は
片
仮
名
の
字
と
字
の
間
が
開
き
す

ぎ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
。
は
じ
め
の
訓
は
「
ヒ
ラ
チ
ケ
ツ
」
か
「
ヒ

ラ
チ
ケ
フ
」
の
よ
う
で
あ
り
、
あ
と
の
訓
は
「
ヒ
キ
ユ
」
と
考
え
ら
れ

る
。
三
番
め
の
漢
字
は
法
中
の
部
に
あ
る
が
、
虫
損
が
ひ
ど
く
判
読
困

難
で
あ
る
。
訓
は
な
く
、
音
は
針
の
よ
う
で
あ
る
。
一
番
下
の
字
は
法

中
の
部
に
あ
り
、
一
字
の
漢
字
で
糸
偏
で
あ
る
こ
と
ま
で
は
わ
か
る
が
、

勇
が
不
明
で
あ
る
。

　
虫
損
の
部
分
が
最
も
多
い
の
が
佛
の
部
、
続
い
て
法
の
部
、
僧
の
部

と
な
っ
て
い
る
。
全
体
で
約
一
七
〇
箇
所
が
不
明
で
あ
る
が
、
前
後
関

係
か
ら
比
較
的
容
易
に
判
読
で
き
る
も
の
も
い
く
つ
か
あ
る
。
例
え
ば
、

佛
上
の
部
の
「
僧
」
字
の
訓
の
三
つ
あ
る
う
ち
の
一
つ
、
「
子
□
□
□
」

の
場
合
、
□
の
二
字
が
虫
損
箇
所
で
あ
る
が
、
前
後
の
関
係
か
ら
、
「
子

ム
ロ
コ
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
町
中
の
部
の
「
肌
」
字
の

訓
の
一
つ
に
「
モ
ロ
ロ
ロ
」
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
「
モ
シ
ク
ハ
」
と
判

読
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
法
上
の
部
の
「
澤
」
の
訓
の
う
ち
、
「
□
□
□
」

五
九
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な
ど
三
文
字
と
も
実
損
が
ひ
ど
く
、
「
マ
ミ
ル
」
な
の
か
「
ミ
ユ
ル
」
な

の
か
判
読
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
判
読
が
極
め
て
困
難
な
虫
損

箇
所
は
四
〇
～
五
〇
箇
所
あ
る
。

　
「
メ
タ
ル
」
「
ヨ
コ
サ
マ
」
「
ヨ
コ
シ
マ
」
に
つ
い
て
は
所
属
不
明
と

い
う
の
は
適
当
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
他
の
文
字
は
い
ず
れ

も
訓
が
な
い
。
興
味
深
い
文
字
で
は
あ
る
が
、
こ
の
類
に
近
い
「
凸
」

字
や
「
凹
」
字
の
よ
う
に
発
達
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
、
和
訓
の
特
徴
的
な
も
の
の
一
つ
に
文
選
読
み
と
い
わ
れ
る
も

の
が
あ
る
。
い
く
つ
か
挙
げ
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
約
百
二
十
例

あ
る
。

「
ト
」
カ
ス
カ
ナ
リ

「
ト
」
コ
エ
ス
キ
タ
リ

「
ト
」
タ
カ
フ

「
ト
」
タ
・
ス
ム

「
ト
」
タ
・
ズ
ム

「
ノ
」
イ
キ
ボ
ト
ケ

「
ノ
」
カ
リ
コ

「
ノ
」
チ
マ
タ

「
ノ
」
オ
ホ
カ
ミ

「
ノ
」
カ
イ
シ
キ

易街列神行俳催連瀟
狼衝平仙　 佃倦礫條

仏仏仏仏仏仏仏仏
上上上上上上上上

五
九

七
七

四
四

四
五

五
八

二
九

一
●
五

六
五

李
下
本
一
、
一
九
●

無
下
本
志
八
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

　
漢
字
と
仮
名
交
り
の
和
訓
は
次
に
示
し
た
よ
う
な
も
の
で
、

六
十
例
を
数
え
る
。

約
二
百

　
馬
ク
ツ
ハ
　
　
　
　
　
　
街
　
　
　
仏
上
　
　
六
六

　
心
モ
チ
井
　
　
　
　
　
　
　
用
心
　
　
仏
中
　
二
五
四

　
心
ヨ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
嫡
　
　
　
仏
中
　
　
．
四
二

　
母
方
ノ
ヲ
バ
　
　
　
　
　
　
外
祖
母
　
仏
中
　
　
．
一
．
元

　
尿
フ
ク
ロ
　
　
　
　
　
　
　
胞
　
　
　
禁
中
　
．
一
．
二
三

　
鳥
ノ
ス
　

心
仏
下
本
三
四
八

　
花
ヒ
ラ
ク
　
　
　
　
　
　
榮
　
　
　
舌
下
末
四
五
六

　
心
ミ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
嘗
試
　
　
法
L
　
　
六
四

　
衣
ノ
ク
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
中
　
二
六
ヒ

　
火
ク
ラ
ム
　
　
　
　
　
　
　
雷
乱
　
　
法
下
　
三
六
．
二

　
山
ノ
イ
モ
　
　
　
　
　
　
山
芋
　
　
僧
上
　
　
四
二

　
飯
カ
シ
タ
カ
ナ
へ
　
　
　
　
釜
　
　
　
僧
上
　
一
四
四

　
唐
ス
・
ミ
　
　
　
　
　
　
　
連
雀
　
　
僧
中
　
．
充
●

　
母
方
ノ
オ
ホ
ヂ
ヲ
ヂ
　
　
　
従
舅
　
　
僧
下
　
．
．
一
六
六

　
母
方
ノ
ヲ
ヂ
　
　
　
　
　
　
舅
　
　
　
僧
下
　
三
六
六

　
漢
字
の
み
で
書
か
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
漢
字
訓
に
つ
い
て
は
正
宗
敦
夫

編
の
「
類
聚
名
義
影
干
二
巻
　
仮
名
索
引
」
で
は
と
り
し
げ
て
い
な
い
。

漢
字
訓
に
つ
い
て
の
論
考
に
は
名
古
屋
大
学
の
田
島
麟
堂
教
授
の
も
の
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昇早川

が
あ
る
が
、
和
訓
の
中
に
取
り
入
れ
る
べ
き
か
、
単
独
に
扱
う
べ
き
か
、

問
題
も
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　
和
訓
の
掲
出
状
況
に
つ
い
て
も
、
慎
重
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
が
多
く
あ
る
。
標
出
漢
字
の
明
ら
か
に
異
な
る
と
思
わ
れ
る
と

こ
ろ
に
出
し
て
い
る
も
の
、
同
じ
訓
を
二
度
又
は
三
度
と
重
出
し
て
い

る
も
の
、
一
定
の
間
隔
を
置
い
て
、
離
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
あ
た
か

も
正
訓
（
二
語
）
の
よ
う
で
は
あ
っ
て
も
、
一
語
の
訓
と
す
る
の
が
妥

当
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
、
逆
に
、
一
語
の
訓
の
よ
う
に
離
さ
ず
に
続
け

て
書
か
れ
て
は
い
る
が
、
明
ら
か
に
二
訓
（
二
語
）
と
考
え
ら
れ
る
も

の
も
あ
る
。

　
又
、
標
出
漢
字
と
訓
と
が
結
び
つ
か
な
い
、
不
可
解
な
も
の
も
あ
る
。

原
典
（
祖
本
）
の
ま
ま
な
の
か
、
書
写
者
の
誤
り
な
の
か
判
然
と
し
な

い
が
、
和
訓
と
反
切
注
記
と
思
わ
れ
る
も
の
を
取
り
ち
が
え
た
と
思
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
キ
マ
ン
ハ
ン

れ
る
も
の
　
　
例
え
ば
「
力
丁
メ
」
は
「
力
万
メ
」
と
い
う
反
切
注
記

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
「
カ
マ
メ
」
と
い
う
和
訓
（
？
）
と
し
て
扱
っ
て

い
る
如
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
例
に
つ
い
て
は
、
正
宗
索
引
で
も
「
カ

マ
メ
」
と
い
う
和
訓
と
し
て
い
る
。
　
　
も
通
例
で
は
あ
る
が
見
ら
れ

る
。　

い
わ
ゆ
る
、
誤
字
訓
と
思
わ
れ
る
も
の
も
四
本
そ
れ
ぞ
れ
に
見
ら
れ
、

ど
の
本
が
多
く
、
ど
の
本
が
最
も
少
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
軽
々
に
は

い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
三

　
私
が
今
回
、
『
概
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
』
を
世
に
問
う
の
は
、
昭
和

五
十
年
に
国
語
学
会
で
研
究
発
表
し
た
と
き
、
熱
心
に
ご
指
導
く
だ
さ

っ
た
大
阪
外
国
語
大
学
教
授
（
現
姫
路
独
口
大
学
名
誉
教
授
）
の
吉
田
金
彦

先
生
か
ら
「
興
味
深
い
書
物
に
『
類
聚
名
義
抄
』
が
あ
り
、
和
訓
の
宝

庫
と
し
て
国
語
学
史
上
貴
重
で
す
よ
。
あ
な
た
の
恩
師
で
あ
る
中
田
祝

夫
博
士
の
「
類
聚
名
義
抄
使
用
者
の
た
め
に
」
の
↓
文
を
読
む
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
」
と
教
わ
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
早
速
風

間
書
房
刊
行
の
『
類
聚
名
義
抄
』
を
手
に
し
、
数
多
い
和
訓
に
魅
せ
ら

れ
た
。

　
専
門
的
な
知
識
に
乏
し
い
不
安
は
あ
っ
た
が
、
天
理
図
書
館
善
本
叢

書
（
八
木
書
店
刊
行
）
の
『
類
聚
名
義
抄
　
観
岸
本
』
『
三
軸
類
字
集
　
高

山
寺
本
』
を
求
め
、
両
書
に
所
収
さ
れ
て
い
る
和
訓
の
カ
ー
ド
作
成
に

と
り
か
か
っ
た
。
そ
の
後
、
す
で
に
未
刊
国
文
資
料
別
巻
と
し
て
刊
行

さ
れ
て
い
た
『
鎮
国
守
国
神
社
蔵
本
　
三
智
類
聚
名
義
抄
』

が
新
し
く
再
刊
さ
れ
た
の
を
機
に
、
名
古
屋
大
学
文
学
部
教
授
　
田
島

銃
堂
博
士
を
中
心
に
発
足
し
た
「
名
義
抄
を
読
む
会
」
の
メ
ン
バ
ー
の

一
人
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
勉
強
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の

は
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。
「
名
義
抄
を
読
む
会
」
で
底
本
と
し
て
使
用

六
一

122



『五本対照類聚名義抄和訓集成』（全四巻）を出版して

し
て
い
た
『
鎮
国
守
国
神
社
蔵
本
　
三
寳
類
聚
名
義
抄
（
蓮
成
院
本
）
』

の
和
訓
カ
ー
ド
も
加
え
、
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
図
書
寮
本
　
類

聚
名
義
抄
』
所
収
の
和
訓
に
つ
い
て
も
、
カ
ー
ド
化
を
進
め
た
。
あ
と

一
本
、
『
類
聚
名
義
抄
　
西
念
寺
本
』
に
つ
い
て
は
、
天
理
図
書
館
に
通

い
カ
ー
ド
化
し
た
。

　
す
で
に
「
図
書
寮
本
」
「
平
時
院
本
」
に
つ
い
て
は
総
索
引
が
刊
行
さ

れ
て
お
り
、
「
高
山
寺
本
」
に
つ
い
て
も
一
部
分
の
索
引
が
あ
る
。
ま
た
、

声
点
付
の
和
訓
に
つ
い
て
は
望
月
郁
子
氏
の
索
引
が
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。
残
念
な
が
ら
「
蓮
成
院
本
」
「
西
念
寺
本
」
の
二
本
に
つ
い
て
は
公

刊
さ
れ
た
索
引
が
な
い
。
五
本
の
名
義
抄
が
対
照
で
き
る
索
引
の
必
要

性
、
特
に
唯
一
の
原
倉
本
で
あ
る
図
書
寮
本
の
和
訓
と
、
改
編
本
諸
本

と
の
和
訓
の
比
較
を
知
り
た
か
っ
た
の
で
、
そ
の
旨
中
田
先
生
に
話
し

た
と
こ
ろ
、
先
生
か
ら
「
『
五
本
対
照
　
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
』
の
出

版
を
企
画
し
て
は
ど
う
か
」
と
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
編
著
書
名
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
所
以
で
あ
る
。

　
厚
か
ま
し
く
も
、
恩
師
で
あ
る
筑
波
大
学
名
誉
教
授
の
中
田
祝
夫
博

士
、
訓
点
語
学
会
会
長
で
、
い
つ
も
ご
指
導
ご
教
示
い
た
だ
い
て
い
る

東
京
大
学
名
誉
教
授
の
築
島
裕
博
士
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
ご

序
文
を
い
た
だ
い
た
。
両
先
生
に
深
く
感
謝
し
た
い
。

六
二

　
　
　
四

類
聚
名
義
抄
五
本
所
収
語
彙
の
数
的
検
討

　
『
蘇
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
』
で
は
、
す
で
に
和
訓
総
索
引
が
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
「
図
書
寮
本
」
「
平
時
院
本
」
の
二
本
、
一
部
分
の
索
引

の
あ
る
「
高
山
寺
本
」
の
ほ
か
、
未
刊
行
の
「
蓮
成
院
本
」
「
西
念
寺
本
」

二
本
の
和
訓
索
引
を
作
成
し
、
五
本
の
和
訓
を
一
覧
対
照
で
き
る
よ
う

に
し
た
。

　
和
訓
カ
ー
ド
作
成
に
つ
い
て
は
、
原
本
模
写
の
際
す
べ
て
の
カ
ー
ド

に
原
本
複
写
の
和
訓
を
貼
付
し
て
正
確
を
期
し
、
カ
ー
ド
も
五
種
類
に

色
分
け
し
た
。

　
改
編
本
系
四
本
が
共
通
し
て
和
訓
を
掲
出
す
る
の
は
、
百
二
十
篇
目

下
、
僅
か
十
一
篇
目
に
過
ぎ
ず
、
表
2
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
カ
ー
ド
の
一
例
、
三
智
院
本
）

華
蜜
鵬
．
馨
鰹
篠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
ト

恥
転
　
　
．
轡
．
・
　
麟

　
塾
蓼
ダ
餐
、
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六

草　川 昇

（表3）観智院本と蓮成院本の掲出文字数の比較 （表1）

「僧」　部　首 観本 蓮本 蓮本のみ 「仏」 掲出字数 観本 蓮本 高本 西本

八十一　艸廿 1596 660 7 一　「人」 865 845④ ★231② 848④ ★739①

八十二　　竹 492 488 1 二　「そ」 182 181 179 182①

八十三　　力 106 106 0 三　「副 441 440 ★375 422 437①

八十四刀刃ll 240 229 1
四　「［：」 55 55 54 54 55

五　「走」 178 178 176 178 178
八十五　　羽 103 101 2

六　「麦」 89 89 89 89 89
八十六　　毛 102 101 1

七　「… 139 138 121 121 133

八十七　　食 214 212 0
八　臼」 69 69 61 64 68

八｛・八　　金 681 644 2 九　「十」 80 80 77 79 80

八二九　　・へ 81 81 0 十　「身」 81 78 78 80① 78

九十　　　爪 54 73 19 ±　「耳」 128 128 125 127 128

九十一　　國 122 119 1

±
　
「
女
」
．
　
一 529 517 498② 514 ★157

九十二　　皿 111 108 1
圭　「舌」 33 33 32 33

九十三　　瓦 120 0
歯「口」 1022 1011② 919① 984①120
主「目」 454 452 435① 447①

九十四　　缶 41 41 0
大「鼻」 36 36 36 36

九十五　　弓 102 99 0
．む「見」 128 125 126① 125

九十六　　於 72 72 0 夫　「日」 551 547 519① 524

九十七　　矢 37 33 0 充「田」 159 159 153 157

九十八　　斤 59 57 2 廿「肉副 124 120 119

九十九　　矛 39 37 3 計 5343 5281⑥ 4224⑬ 5061⑧ 2324③

百　　　　父 126 114 4

百一　　　欠 123 122 1

二二　　　又 85 81 1

二三　　　支 225 217 1

二四　　斐曼 81 80 1

　○…　　重出の掲出字数

@＊一　・蓮本「人」の途中一「そ」のすべて、

@　　　　「走」のはじめを欠く

@＊一　・西本「人」のはじめ109字、「女」の

@　　　　159字以下すべてを欠く

@欄外の数字…蓮本、高本が共通して欠く字数

i表2）四本とも掲1上する字数、及び和訓総数

百五　　　皮 88

百六　　　革 220

二七　　　章 54

百八　　　車 233 64 2

二九　　　羊 79 79 0 四本共通和訓掲出字の和訓総数
和　訓

f出字数
掲出字

二十　　　馬 293 276 1
観本 蓮本 高本 西本

百十一　　鳥 533 504 11 一　「人」 220 212 214 224 79 135

百十二　　佳 93 87 1 三　「走」 903 870 875 886② 210 366

百十三　　魚 377 343 4 四　「［：」 72 72 73 73 21 53

百十四　　虫 660 618 42 五　「走」 150 144 147 148 57 176

百十五　　鼠 60 59 0 六　「麦」 17 18 17 17 12 89

百十六　　亀昭 40 38 0
．ヒ　「…」 259 251 250 259 84 119

八　「1」 93 89 87 92 35 59
百十七　　鬼 75 72 0

九　「十」 165 158 158 166 47 76
百十八　　風 111 113 3

十　「身」 51 52 50 52 17 78

二十九　　酉 209 200 0 卜　「耳」 146 145 142 141 60 125

百廿　　　雑 1502 1156 49（13） し　「女」 207 198 202 205 77 153

9639 7604 161（125） 2283 2209① 2215 2263② 699 11429
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湯
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の
掲
出
字
の
総
数
は
次
の
表
1
の
と
お
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「
蓮
成
院
本
」
は

「
そ
」
の
す
べ
て
を
欠
き
、
「
西
念
寺
本
」
は
「
女
」
の
途
中
ま
で
で
、

「
舌
」
以
下
す
べ
て
を
欠
く
。
「
高
山
寺
本
」
は
「
肉
月
」
以
下
す
べ
て

を
欠
く
。
従
っ
て
、
四
本
と
も
掲
出
す
る
字
数
、
及
び
和
訓
総
数
は
表

2
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
完
本
で
あ
る
「
観
智
院
本
」
の
百
二
十
篇
目
に
次
ぐ
の
は
、
五
十
九

篇
目
を
掲
出
す
る
「
蓮
成
院
本
」
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
「
観

智
院
本
」
の
「
僧
」
の
部
で
あ
る
。
表
3
は
「
僧
」
部
の
二
本
の
掲
出

文
字
数
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
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（表4）12部首抽出による

僧　　下

総計 計 風 鬼 亀 鼠

1595

黶@　　一　　　一

P587

286

黶@　　一　　　一

Q82

111

｡　　　一　　　　一　　　一

P13

75

黶@　　一　　　■

V2

40

黶@　　一　　　一　　　■

R8

60

黶@　　　一　　　一

T9

1193 235 86 59 34 56

60 10 3 5 1 1

149 13 12 0 0 1

178 21 9 8 3 1

721

黶@　　　　一　　　　　一

U88

95

黶@　　　　一　　　　　一

X0

42

R8

25

黶@　　　　一　　　　　一

Q4

　8

@8
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@十
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40 11 22
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17
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@2
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207 24 11 9 2 2
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@3

一　　　一　　　一　　　一

@2

一　　　　一　　　一

@1

126 37 17 5 15

昇草 川

掲
出
文
字
、
和
訓
総
数
な
ど
を
比
較
し
た
の
が
次
の
表
4
で
あ
る
。

　
表
5
は
、
「
観
智
院
本
」
「
蓮
成
院
本
」
の
み
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
和

訓
の
数
を
示
し
た
も
の
で
、
前
者
が
六
十
訓
、
後
者
が
十
五
訓
あ
る
こ

5一　
観
智
院
本
と
蓮
成
院
本
の
和
訓
の
特
色
－
十
二
部
首
抽
出
に
よ
る

表（
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観
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の
み
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7　10　4　19 訓

蓮
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の
み
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2　　1　8 訓
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観
本
の
み

の

2　　4　　3　　7 訓

蓮
本
の
み

の

1　　1　　　　1 訓

と
を
示
す
。

　
表
6
は
、
五
本
の
掲
出
和
訓
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
観
智
院
本
」

の
仏
上
、
仏
中
、
仏
下
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、
仏
下
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、
法
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、
法
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、
法
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、
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観
本
の
み

の
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本
の
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の
1 訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∩
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
D

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

中
、
僧
下
を
基
準
と
し
、
各
篇
目
ご
と
に
各
本
の
掲
出
和
訓
数
を
記
載

し
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。
空
欄
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そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
篇
目
を
欠
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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下

示
ネ

二
八
五

禾
未
香
黍

三
七
九

米

一
九
二

、

二
三
三

ウ

五
二
（
Ψ

勺

二
七

穴

ニ
ニ
九

雨
碑
西

二
三
五

門

三
二
二

口

一
〇
〇

月
．
戸

二
四
二

虐
席
庭

九
一

片
一

四
〇
三

鹿

三
〇

．
’

二
二
三

　
少
夕

一
四
八

子

九
九

斗

一
六

卓

一
六

寸

八
九

僧
L

出
目

一
七
（
U
七

五
七
六

蓮
本
「
…
庵
藍
子
」
か
ら
掲
出

竹

．
＝
六
五

三
五
「
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篇
　
　
目

観
智
院
本

蓮
成
院
本

高
山
寺
本

西
念
寺
本

図
書
寮
本

備
　
　
考

力
刀
旺

三
一
丘

一
．
八
ヒ

羽

一
四
．

．
六

毛

四
一
．
一

川
∵

食

一
～
四

八
五

金

八
六
八

ヒ
九
九

僧
中

ム

四
六

一
三
四

瓜
爪

四
．
二

六
三

図
図

一
一
四

一
＝
二

皿

一
二
〇

一
一
三

瓦

七
六

七
二

缶

一
五

一
四

弓

一
〇
九

一
〇
七

於
方

＝
四

一
〇
七

矢

五
三

四
八

斤

八
六

八
○

矛

四
九

五
四

父

二
六
九

二
五
六

欠

一
五
（
》

一
五
四

又

＝
一
．
四

一
．
＝
荏

支
支
父

三
二
四

二
九
1
1

几
又
堤

ヒ
へ
一

六
五

皮

六
六

革

．
五
八

章

一．

e
．
「
几

車

二
重
．
一

八
三

蓮
本
「
軌
」
か
ら
掲
出

羊

∫
‘
一
一
畠

三
二

馬

一一

l
九

二
二
一

鳥

三
七
一
P

三
一
一
二

佳

一
二
八

一
二
一
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『五本対照類聚名義抄和訓集成』（全四巻）を出版して

七
〇

篇
　
　
目

観
智
院
本

蓮
成
院
本

高
山
寺
本

西
念
寺
本

図
書
寮
本

備
　
　
考

三
下

魚

二
八
○

二
二
七

虫

三
一
九

二
八
二

鼠

二
一

二
一

亀
亀

一
〇

一
〇

鬼

四
〇

三
九

風

＝
四

．
〇
七

酉

一
七
二

一
五
ヒ

雑

＝
七
九

八
一
二
二

百
二
十
篇
目

五
九
篇
目

一
九
項
目

…
二
篇
目

一
七
篇
目

三
五
、
三
八
五

一
四
、
九
七
三

七
、
＝
四

四
、
●
八
二

二
、
一
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
『
図
書
寮
本
』
の
「
篇
目
頗
法
」
に
は
二
十
篇
目
を
あ
げ
て
い
る
が
、
次
の
三
篇
目
（
面
・
歯
・
色
）
は
不
出
。

　
次
に
、
唯
一
の
原
二
本
で
あ
る
図
書
寮
本
を
改
編
し
て
掲
出
字
と
和
　
　
　
　
　
　
観
智
院
本
が
欠
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

訓
を
大
量
に
増
補
し
た
、
改
編
本
を
代
表
す
る
完
本
の
観
智
院
本
の
掲
　
　
　
　
　
　
り
で
あ
る
。

出
和
訓
と
図
書
寮
本
の
そ
れ
と
を
比
較
し
た
。
表
6
か
ら
わ
か
る
と
お

り
、
図
書
寮
本
は
観
応
院
本
の
「
法
上
・
中
」
二
帖
（
「
水
～
衣
」
部
）

に
相
当
す
る
一
帖
の
零
本
で
あ
る
の
で
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
両
本
を

比
較
し
た
。

　
観
智
院
本
の
八
三
一
六
語
に
対
し
て
、
図
書
書
本
は
二
＝
二
語
で
、

観
智
院
本
は
約
四
倍
に
近
い
和
訓
を
増
補
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
最

初
は
、
和
訓
数
の
少
な
い
原
撰
本
に
掲
出
の
和
訓
を
改
編
本
は
す
べ
て

収
載
し
、
更
に
大
量
に
増
補
し
た
も
の
と
単
純
に
考
え
て
い
た
が
、
両

本
の
和
訓
比
較
の
結
果
、
和
訓
数
の
少
な
い
図
書
寮
本
の
一
、
八
○
語
を

そ
の
内
訳
は
次
の
と
お

篇目 和訓数

水 51

ン 5

盲 23

足 24

立 1

ト 3

山 5

石 8

玉 12

邑 7

阜 5

土 23

心 48

巾 6

糸 35

衣 16

280

　
平
成
十
二
年
二
月
十
六
日
か
ら
清
書
を
始
め
、
十
月
二
十
二
日
に
書

き
終
え
た
の
で
あ
る
が
、
常
に
心
掛
け
た
こ
と
は
旧
都
の
掲
出
漢
字
、

和
訓
、
声
点
な
ど
を
そ
の
ま
ま
正
確
に
写
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
写
し
な
が
ら
疑
問
に
思
う
点
も
多
く
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
観
血
院
本

の
場
合
、
同
一
和
訓
が
篇
目
の
違
い
に
よ
っ
て
声
点
が
異
な
る
例
が
多
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か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
『
巻
こ
で
は
、
八
ペ
ー
ジ
の
「
縣
」
の
和
訓
が

仏
下
本
．
．
・
オ
巨
で
は
「
ア
カ
タ
」
「
ア
カ
タ
」
法
中
↓
欝
6
で
は
「
ア
吻
タ
」
、

一
〇
五
ペ
ー
ジ
の
「
周
章
」
の
和
訓
が
嵩
上
醒
ウ
，
で
は
「
ア
ハ
が
」
僧

下
弔
四
肋
、
で
は
「
ア
ハ
ツ
」
な
ど
。
観
智
院
本
、
高
山
寺
本
の
括
帯
が
声

点
を
付
し
て
い
る
和
訓
が
多
い
の
に
、
蓮
成
院
本
の
み
声
点
を
付
し
て

い
な
い
の
が
目
立
っ
た
。
観
智
院
本
と
高
山
寺
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、

声
点
の
一
致
す
る
和
訓
、
異
な
る
和
訓
が
そ
れ
ぞ
れ
多
く
見
ら
れ
た
。

西
念
寺
本
の
和
訓
の
声
点
の
位
置
は
妥
当
性
を
欠
い
て
い
る
。
書
写
者

は
声
点
そ
の
も
の
の
意
味
を
理
解
し
な
い
で
付
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の

が
多
か
っ
た
。

　
今
回
の
『
嫌
類
聚
名
義
抄
和
訓
集
成
』
（
全
四
巻
）
作
成
に
際
し
て
、

次
に
示
す
諸
先
学
の
著
書
、
論
考
に
学
ぶ
点
が
多
か
っ
た
。
学
恩
に
感

謝
し
た
い
。

長
島
豊
太
郎

吉
田
金
彦

小
松
英
雄

望
月
郁
子

望
月
郁
子

『
類
聚
名
義
抄
仮
名
索
引
漢
字
索
引
第
二
巻
』

「
解
題
」

（『

V
理
図
書
館
善
本
叢
書
　
類
聚
名
義
抄
観
智
院
本

『
日
本
声
調
史
論
考
』

『
類
聚
名
義
抄
四
種
声
点
付
和
訓
集
成
』

『
類
聚
名
義
抄
の
文
献
学
的
研
究
』

平
成
十
三
年
五
月

僧
』
）

112

中
田
祝
夫

築
島
　
裕

宮
澤
俊
雅

築
島
　
裕

「
類
聚
名
義
抄
使
用
者
の
た
め
に
」

　
　
　
　
（
『
類
聚
名
義
抄
仮
名
索
引
漢
字
索
引
第
二
巻
』
）

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
仮
名
索
引
」

　
　
　
　
　
　
（
『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
解
説
索
引
編
』
）

「
国
語
史
料
と
し
て
の
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
」

　
　
　
　
　
　
（
『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
解
説
索
引
編
』
）

七
一


